
本
学
園
図
書
館
で
は
、
一
人
一
冊
献
本
運
動
を
展
開
し
て
十
一
年
目
を

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
お
蔭
様
に
て
同
窓
の
各
聖
・
各
位
・
有
縁
の
皆
様

方
の
献
本
運
動
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
献
本
運
動
の
成
果
も
上
っ
て
お
り

ま
す
。
平
素
よ
り
仁
心
の
ご
高
配
。
ご
厚
志
に
対
し
ま
し
て
、
館
員
一
同

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
四
年
度
図
書
寄
贈
者
ご
芳
名

１
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
殿
「
禅
研
叢
書
禅
の
世
界
第
二
輯
」

一
冊

２
池
原
錬
昌
殿
「
春
雷
」
五
・
六
・
九
・
十
一
・
一
月
号
五
冊

３
イ
ン
ナ
ー
ト
リ
ッ
プ
青
少
年
セ
ン
タ
ー
殿
「
Ｍ
回
全
国
高
校
生
の

主
張
（
じ
ぶ
ん
さ
が
し
の
旅
）
」
一
冊

４
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
殿
「
大
倉
邦
彦
傳
」
一
冊

５
猪
俣
日
康
殿
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
全
三
十
二
冊

６
岡
崎
嘉
平
太
伝
刊
行
会
殿
「
岡
崎
嘉
平
太
伝
ｌ
信
は
た
て
糸
愛

は
よ
こ
糸
ｌ
」
一
冊

７
伊
藤
信
殿
「
学
園
創
立
帥
周
年
記
念
誌
」
一
冊

８
新
井
慧
誉
殿
「
イ
ン
ド
見
聞
録
４
」
南
イ
ン
ド
の
仏
蹟
と
ヒ
ン
ズ
ー

教
文
化
を
訪
ね
る
旅
一
冊

◇
図
書
館
だ
よ
り

◇
学
園
彙
報
金
成
五
年
度
）
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岩
間
日
勇
現
下
墨
罐
鶴
両
院
僧
列
名
帳
照
合
本
」
他
五
冊

木
立
随
学
殿
「
固
の
畠
の
陣
○
旨
鳥
。
◎
屋
の
盟
」

児
島
錬
戒
殿
「
北
方
領
土
と
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
」
一
冊

光
華
会
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
内
事
部
内
）
殿
「
親
驚
と
人
間
ｌ

光
華
会
宗
教
研
究
論
文
集
第
二
巻
」

小
松
邦
彰
殿
「
日
蓮
聖
人
全
集
第
一
巻
定
義
１
」
一
冊

権
藤
泰
隆
殿
「
求
道
の
旅
路
」
六
冊
他
五
冊

広
報
室
長
木
下
昭
道
殿
「
そ
ご
う
さ
ら
に
壮
大
な
る
未
来
へ
」

二
冊

島
原
市
福
祉
事
務
所
次
長
兼
福
祉
係
長
森
本
辨
修
殿
「
鳴
動

普
賢
岳
１
９
９
１
」
他
一
冊

浅
草
寺
教
化
部
殿
「
佛
教
文
化
講
座
第
鏥
集
」
二
冊

視
聴
覚
資
料
研
究
分
科
会
殿
「
視
聴
覚
資
料
研
究
」
一
冊

志
摩
坊
殿
「
水
文
学
と
水
文
地
質
学
へ
の
貢
献
」

財
団
法
人
三
康
文
化
研
究
所
殿
「
財
団
法
人
三
康
文
化
研
究

所
所
報
第
二
十
七
号
」
一
冊

志
村
義
雄
殿
「
日
本
の
イ
ノ
デ
属
（
シ
ダ
植
物
）
」
一
冊

薩
青
会
事
務
局
殿
「
歎
徳
集
」
一
冊

杉
野
一
俊
殿
「
法
華
経
の
数
の
研
究
」
一
冊

戸
田
浩
暁
殿
「
支
那
佛
教
精
史
」
他
二
二
一
冊

田
中
慈
妙
殿
「
私
の
気
く
ば
り
の
す
す
め
」
他
全
四
○
冊

大
本
山
誕
生
寺
殿
「
誕
生
寺
文
集
」
一
冊

高
杉
良
殿
「
小
説
会
社
再
建
ｌ
太
陽
を
つ
か
む
男
ｌ
」
二
冊

(2I9)



43424140 39 38 3736 35 3433 3231 302928

谷
川
寛
徳
殿
「
日
本
名
刹
名
僧
録
」
｜
冊

中
央
学
術
研
究
所
殿
「
平
和
の
課
題
と
宗
教
」
一
冊

日
蓮
宗
新
聞
社
殿
「
い
の
ち
を
問
う
ｌ
生
・
老
・
病
・
死
ｌ
」

他
一
冊

日
蓮
宗
北
関
東
教
化
セ
ン
タ
ー
殿
「
佛
事
の
し
お
り
」
一
冊

日
蓮
宗
神
奈
川
県
第
一
部
布
教
師
会
殿
「
高
座
説
教
次
第
」
他

一
冊

中
井
健
之
殿
瀧
帝
国
連
合
艦
隊
」
他
二
五
冊

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
支
部
長
天
野
建
「
赤
十
字
山
梨

百
年
の
あ
ゆ
み
」
一
冊

財
団
法
人
日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
殿
「
改
訂
版
プ
ラ
ト

ニ
ウ
ム
物
語
」
一
冊

成
田
山
新
勝
寺
殿
「
佛
教
文
化
史
論
集
Ｉ
。
Ⅱ
」
他
二
冊

納
税
協
会
連
合
会
殿
「
○
国
ｚ
固
罰
シ
Ｆ
弓
委
洪
の
弓
ロ
ロ
冒
巴

（
総
合
税
制
研
究
）
一
冊

財
団
法
人
日
本
語
教
育
振
興
協
会
殿
「
一
九
九
二
年
度
版
日
本

語
教
育
施
設
要
覧
（
日
本
語
版
・
英
語
版
・
中
国
語
版
）
」

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
広
報
部
「
電
気
通
信
発
展
外
史
」
編
集
担

当
殿
「
電
気
通
信
発
展
外
史
」
一
冊

本
門
社
殿
「
説
教
（
ク
リ
弁
）
全
集
第
五
巻
」
一
冊

法
華
寺
銅
子
龍
賢
殿
「
妙
喜
山
法
華
寺
」
一
冊

福
代
幸
子
殿
「
世
紀
の
遺
書
」
一
冊

藤
原
肇
殿
「
山
岳
誌
」
一
冊

“
日
蓮
宗
布
教
院
院
報
編
集
事
務
局
殿
「
布
教
院
々
報
平
成
三
年

度
第
四
十
五
回
」
一
冊

妬
平
沢
実
殿
「
邪
馬
台
国
の
民
族
・
地
理
構
造
」
一
冊

妬
「
は
ま
な
し
」
文
化
の
会
山
下
総
業
株
式
会
社
殿
「
は
ま
な
し
」

第
二
号
一
冊

釘
望
月
海
淑
殿
「
釈
尊
伝
」
三
冊
他
三
五
三
冊

妃
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
殿
「
松
下
幸
之
助
嚢
昌
集
二
五
～
四
四
」

二
○
冊

鱒
松
本
光
華
殿
「
民
話
風
法
華
経
童
話
」
そ
の
十
九
．
そ
の
二
一
．

そ
の
二
二
．
そ
の
二
三
．
そ
の
二
四
・
各
十
冊
計
五
○
冊

釦
町
田
是
正
殿
「
日
薩
和
上
百
遠
忌
記
念
集
」
他
二
一
五
冊
ｊ

副
三
智
石
材
殿
「
心
の
た
か
ら
」
一
冊

麹

艶
明
治
製
菓
株
式
会
社
殿
「
微
生
物
」
二
冊
く

闘
妙
徳
寺
殿
「
広
布
山
妙
徳
寺
三
百
年
史
」
一
冊

別
身
延
山
久
遠
寺
殿
「
古
文
書
時
代
鑑
」
上
・
下
。
解
説
本
他
二
冊

弱
山
梨
中
央
銀
行
殿
「
地
域
と
と
も
に
」
一
冊

弱
八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
河
相
全
次
郎
殿
「
マ
ス
コ
ミ
記
事
で
つ

づ
る
異
色
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
続
々
日
本
一
の
マ
ン
モ
ス
書
店
」
一
冊

釘
山
梨
県
町
村
会
殿
「
山
梨
県
町
村
会
七
十
年
史
」
一
冊

記
山
梨
日
日
新
聞
社
・
山
梨
放
送
殿
「
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
創
業

１
２
０
年
史
１
９
９
２
」
二
冊

弱
山
梨
大
学
教
育
学
部
殿
「
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
四

十
二
号
」
二
冊



帥
要
法
寺
殿
「
要
法
寺
年
表
」
一
冊

印
山
梨
県
立
美
術
館
殿
「
呉
団
良
展
」
他
二
冊

舵
山
梨
県
立
文
学
館
殿
「
飯
田
蛇
笏
展
没
後
３
０
年
」
図
録
一
冊

侭
依
田
幸
雄
殿
「
日
本
百
科
大
事
典
」
八
冊
他
十
五
冊

“
学
校
法
人
立
正
大
学
学
園
殿
「
立
正
大
学
の
１
２
０
年
」
一
冊

開
立
正
安
国
会
片
岡
善
蔵
殿
「
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
上
」

他
一
冊

髄
渡
辺
信
勝
殿
「
蓮
華
草
」
第
８
．
９
号
他
一
冊

碗
若
狭
哲
六
殿
「
女
王
国
邪
馬
台
国
の
謎
に
迫
る
」
一
冊

鎚
若
野
和
弘
・
美
苗
子
殿
「
日
本
現
代
文
学
全
集
犯
冊
」
他
十

二
冊

的
林
は
る
み
殿
「
身
延
山
久
遠
寺
研
究
」
一
冊

、
川
島
本
領
（
本
良
改
め
）
殿
十
万
円
相
当
の
献
本

別
栗
原
登
殿
（
妙
光
寺
川
島
本
領
師
信
徒
）
八
五
○
○
○
円
相
当

の
献
本

犯
野
崎
俊
彦
殿
（
妙
光
寺
信
徒
）
三
万
円
相
当
の
献
本

今
後
と
も
、
広
く
皆
々
様
方
の
「
一
人
一
冊
献
本
運
動
」
の
御
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
園
図
書
館
に
は
、
外
国
書
（
原
書
）

の
本
が
少
な
い
の
で
、
外
国
書
の
献
本
を
多
い
に
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
手
元
に
あ
る
本
で
、
こ
ん
な
本
で
は
必
要
な
か
ろ
う
と
い
う
場

合
で
も
献
本
賜
わ
り
ま
す
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
同
窓
生
諸
兄
・
有
縁
関
係
者
・
図
書
館
建
設
資
金
御
寄

付
者
・
献
本
協
力
者
・
研
究
者
等
の
利
用
の
便
を
計
る
た
め
に
閲
覧
証

（
一
年
間
有
効
）
を
一
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で

御
来
館
の
際
に
は
館
員
に
ど
う
か
お
尋
ね
下
さ
い
。
（
桑
名
貫
正
）

◇
同
窓
会
本
部
だ
よ
り

身
延
山
短
期
大
学
学
園
同
窓
会
大
会
の
開
催

平
成
四
年
度
、
同
窓
会
全
国
支
部
長
会
議
（
役
員
会
）
並
び
に
同
窓
会

大
会
（
総
会
）
が
平
成
四
年
十
月
二
十
九
日
、
身
延
山
短
期
大
学
学
園
を

会
潟
と
し
て
左
記
の
式
次
第
に
て
盛
大
裡
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
支
部
長
会
蟻
（
役
員
会
）
次
第
十
一
時
～
十
二
時

司
会
桑
名
貫
正

⑩
玄
題
三
唱
（
藤
井
教
雄
理
事
長
）
ｊ

②
開
会
の
言
葉
（
小
崎
龍
雄
副
会
長
）

趣

③
会
長
挨
拶
（
松
井
大
周
会
長
）
。
．
く

側
理
事
長
挨
拶
（
藤
井
教
雄
理
事
長
）

⑤
学
長
挨
拶
（
宮
崎
英
修
学
長
）

⑥
校
長
挨
拶
（
秋
山
智
孝
校
長
）

、
学
園
担
当
理
事
報
告
（
功
刀
貞
如
理
事
）

⑧
そ
の
他
（
座
長
小
崎
龍
雄
会
長
を
選
出
し
、
４
年
制
改
組
転
換
に

つ
い
て
質
疑
応
答
す
る
）

⑨
玄
題
三
唱
（
松
井
大
周
会
長
）

支
部
長
会
議
（
役
員
会
）
議
事
録

１
、
役
員
会
で
は
身
延
山
短
期
大
学
３
年
制
を
４
年
制
に
改
組
転
換
す

る
に
当
り
、
物
心
両
面
に
亘
っ
て
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
申
し



出
、
同
窓
会
支
部
長
会
議
の
名
の
も
と
に
別
紙
の
よ
う
な
決
議
文
を

つ
く
り
、
同
窓
会
総
会
に
議
案
提
出
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

２
、
松
井
大
周
会
長
は
多
年
会
長
を
務
め
ら
れ
た
の
で
、
後
進
に
そ
の

任
を
譲
る
意
向
を
示
さ
れ
会
長
辞
任
を
申
し
出
ら
れ
た
。

物
故
者
追
悼
法
要
（
仏
殿
）
十
三
時
～
十
四
時

大
導
師
岩
間
日
勇
狼
下

脇
導
師
藤
井
教
雄
理
事
長
・
松
井
大
周
会
長
・
岩
田
日
成
副
会
長
・

宮
崎
英
修
学
長

法
要
終
了
後
仏
殿
前
に
て
記
念
撮
影

同
窓
会
大
会
（
総
会
）
次
第
十
四
時
～
十
五
時
半
司
会
望
月
海
英

⑩
玄
題
三
唱
（
松
井
大
周
会
長
）

②
開
会
の
辞
（
岩
田
日
成
副
会
長
）

⑧
会
長
挨
拶
（
松
井
大
周
会
長
）

側
理
事
長
挨
拶
（
藤
井
教
雄
理
事
長
）

⑤
学
長
挨
拶
（
宮
崎
英
修
学
長
）

⑥
校
長
挨
拶
（
秋
山
智
孝
校
長
）

の
永
年
勤
続
職
員
表
彰
（
宮
崎
英
修
学
長
よ
り
次
の
各
教
職
員
が
表

彰
さ
れ
た
。
一
宮
嘉
孝
先
生
「
加
年
」
・
渡
辺
寛
勝
先
生
「
訓
年
」
・

中
里
悠
光
先
生
「
加
年
」
・
今
村
良
枝
主
任
「
加
年
」
・
佐
野
や
よ

ひ
主
事
「
加
年
」
）

⑧
協
蟻
事
項

１
、
座
長
選
出
（
小
崎
龍
雄
副
会
長
）

２
、
庶
務
報
告
（
桑
名
貫
正
庶
務
幹
事
）

（
イ
）
学
園
同
窓
会
旅
費
交
通
規
定
と
学
園
同
窓
会
慶
弔
・
表
彰
規

定
が
決
定
し
た
こ
と
を
報
告
す
。

（
ロ
）
同
窓
会
役
員
の
欠
員
及
び
辞
任
の
申
し
出
に
関
し
て
、
平
成

３
年
度
の
支
部
長
・
役
員
会
議
に
て
中
屋
教
海
副
会
長
遷
化
に

つ
き
、
そ
の
後
任
に
谷
川
寛
徳
師
を
推
挙
、
大
石
要
英
副
会
長

は
病
気
に
よ
り
再
々
辞
任
の
願
い
が
あ
り
、
そ
の
後
任
に
永
田

寿
昶
師
を
推
挙
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
す
。

（
ハ
）
同
窓
会
の
永
年
役
員
を
さ
れ
た
方
に
退
任
御
慰
労
の
感
謝
状

を
贈
呈
す
る
旨
を
報
告
す
。

（
二
）
事
務
局
費
の
計
上
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
す
。

（
ホ
）
支
部
総
会
開
催
の
報
告
。

ｊ

（
へ
）
同
窓
会
本
部
に
各
支
部
か
ら
の
講
師
派
遣
依
頼
の
現
況
報
告
。
露

（
卜
）
同
窓
会
の
慶
弔
に
つ
き
、
本
部
へ
連
絡
が
あ
る
場
合
、
同
窓
く

会
本
部
・
同
窓
会
会
長
名
で
祝
電
・
弔
電
を
お
送
り
す
る
こ
と

を
報
告
す
。

３
、
会
計
報
告
（
奥
野
本
洋
会
計
幹
事
）

別
紙
記
戦
の
と
お
り
に
承
認
さ
れ
た
。

４
、
監
査
報
告
（
平
原
要
俊
監
事
）

異
議
な
し
と
の
報
告
、
ま
た
本
部
未
納
の
支
部
に
対
し
て
請
求
す

べ
き
こ
と
を
提
案
さ
れ
る
。
本
年
度
収
入
と
支
出
の
明
細
に
つ
い

て
工
夫
す
る
こ
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

５
、
役
員
選
出

永
田
寿
昶
副
会
長
よ
り
、
松
井
大
周
会
長
辞
任
表
明
に
つ
き
、
副



会
長
（
岩
田
日
成
・
小
崎
龍
雄
・
谷
川
寛
徳
・
永
田
寿
昶
）
各
聖

の
関
係
各
位
と
の
協
議
の
結
果
、
小
崎
龍
雄
師
を
会
長
に
推
挙
す

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
そ
の
旨
を
報
告
し
、
総
会
に
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
松
井
大
周
師
と
大
石
要
英
師
は
顧
問
に

推
挙
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

６
、
学
園
理
事
報
告
（
功
刀
貞
如
学
園
担
当
理
事
）

身
延
山
で
は
開
宗
七
五
○
年
の
大
事
業
の
一
つ
と
し
て
身
延
山
短

期
大
学
を
４
年
制
に
改
組
転
換
し
、
平
成
７
年
開
校
を
目
標
に
し

て
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
計
画
を
進
め
て
い
る
報
告
が
あ
り
、

学
園
充
実
の
た
め
同
窓
会
に
物
心
両
面
の
協
力
要
請
が
出
さ
れ

た
。

７
、
各
支
部
長
現
況
報
告
に
つ
い
て
は
、
懇
親
会
の
席
上
で
報
告
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

８
、
そ
の
他

（
イ
）
学
園
充
実
の
要
請
に
つ
い
て
の
討
議
が
持
た
れ
た
。
役
員
会

に
て
草
案
さ
れ
た
決
議
文
（
案
）
が
提
出
さ
れ
、
座
長
が
そ
れ

を
朗
読
し
、
一
部
の
字
句
の
訂
正
の
後
、
満
場
一
致
に
て
別
紙

の
と
お
り
に
決
議
文
が
採
択
さ
れ
、
全
国
同
窓
生
に
呼
び
か
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
ロ
）
同
窓
会
本
部
会
計
中
よ
り
、
学
園
に
二
百
万
円
を
寄
付
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

（
ハ
）
和
身
会
よ
り
現
金
に
て
二
百
万
円
の
寄
付
が
藤
井
教
雄
理
事

長
に
手
渡
さ
れ
た
。

（
一
ご
爪
田
栄
運
理
事
よ
り
静
岡
県
は
現
行
の
１
支
部
か
ら
伊
豆

（
小
野
歓
祥
支
部
長
）
・
駿
河
（
永
田
寿
昶
支
部
長
）
・
遠
州

（
平
岡
日
静
支
部
長
）
の
３
支
部
制
に
す
る
提
案
が
な
さ
れ
了

承
さ
れ
た
。
以
上

支
部
長
・
総
会
で
の
勧
募
の
方
法
に
つ
い
て
の
討
議
内
容
の
報
告

功
刀
学
園
担
当
理
事
よ
り
、
短
期
大
学
を
４
年
制
へ
改
組
転
換
す
る
に

つ
い
て
の
資
金
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
同
窓
会
の
方
へ
割
り
当
て
等

の
心
づ
も
り
を
座
長
が
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
本
山
で
も
部
長
会
で
相
談
の
結

果
、
図
書
館
の
時
に
１
億
円
近
く
の
お
金
が
集
ま
っ
た
経
過
か
ら
２
億
円

く
ら
い
の
寄
付
金
を
希
望
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

小
崎
座
長
が
各
支
部
長
・
役
員
に
勧
募
方
法
に
つ
い
て
討
議
を
計
っ
た
』

と
こ
ろ
、
下
記
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

露

１
、
ま
ず
、
本
部
会
計
に
あ
る
余
裕
資
金
一
宮
万
円
を
寄
付
し
て
い
た
く

だ
き
、
そ
れ
を
も
っ
て
全
国
役
員
の
寄
付
行
動
の
先
鞭
と
し
た
ら
い

か
が
か
。
（
新
潟
・
円
山
支
部
長
）

２
、
山
梨
支
部
は
平
成
４
年
６
月
定
期
総
会
の
席
に
功
刀
貞
如
布
教
部

長
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、
開
宗
芸
一
年
に
関
し
詳
細
の
報
告
を
受
け
、

地
元
で
応
分
の
協
力
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
７
年

開
校
に
む
け
て
平
成
５
年
に
な
っ
た
ら
会
員
各
位
に
協
力
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
各
支
部
も
山
梨
支
部
の
よ
う
に
ガ

ン
パ
ッ
テ
ほ
し
い
。
（
山
梨
・
望
月
支
部
長
）

３
、
勧
募
の
件
は
大
変
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
坊
さ
ん
の
勧
募
の
仕
方

は
お
う
お
う
に
し
て
細
か
い
勧
募
が
出
来
て
い
な
い
。
確
実
に
２
億



円
の
目
標
が
達
成
出
来
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
（
兵
庫
・
大

塚
支
部
長
）

４
、
学
園
の
し
か
る
べ
き
人
が
歩
か
れ
て
下
さ
る
よ
う
な
ら
盛
り
上
が

る
の
で
是
非
歩
い
て
ほ
し
い
。
地
元
（
京
都
）
で
も
セ
ッ
ト
を
す
る

の
で
来
て
も
ら
い
た
い
（
京
都
・
奥
田
支
部
長
代
理
）

そ
れ
に
対
し
、
学
園
・
本
山
は
積
極
的
に
出
か
け
た
い
と
の
、
学
園

関
係
者
の
返
答
が
あ
っ
た
。

５
、
平
成
７
年
に
開
校
を
予
定
し
て
い
る
が
、
宗
門
か
ら
の
助
成
も
早

め
に
お
願
い
し
た
ら
ど
う
か
。
（
青
森
・
佐
藤
支
部
長
）

６
、
身
延
で
私
も
育
っ
た
人
間
で
あ
る
。
勧
募
は
２
億
円
と
い
う
数
字

で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
っ
と
集
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
本
日
の

決
議
文
を
全
国
に
回
し
た
ら
効
果
的
で
あ
る
。
（
永
田
副
会
長
）

決
議
文

我
が
身
延
山
短
期
大
学
々
園
同
窓
会
は
、

今
般
の
身
延
山
短
期
大
学
を
四
年
制
に
改
組
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宗
祖

の
行
学
二
道
の
祖
訓
に
叶
う
も
の
と
し
て
、
賛
意
を
表
す
る

一
、
当
同
窓
会
は
、
四
年
制
身
延
山
大
学
の
実
現
の
た
め
、
物
心
両
面

に
亘
っ
て
協
力
す
る
。

一
、
同
窓
会
と
し
て
は
、
金
二
億
円
以
上
を
目
標
額
と
し
て
、
勧
募
す

る

同
窓
会
諸
君
、
有
縁
の
各
聖
・
各
位
、
浄
業
円
成
の
た
め
、
協
力
を
願
い
、

右
、
決
議
す
る

平
成
四
年
十
月
二
十
九
日

側
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
四
十
三
回
学
術
大
会
は
、
六
月
二
十
日
（
土
）
、
二
十
一
日
（
日
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
愛
知
学
院
大
学
（
愛
知
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

僧
院
か
ら
仏
塔
信
仰
へ

ｌ
未
発
表
の
新
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て
１

Ｊ

高
橋
尭
昭
惣

金
綱
集
の
一
考
察
中
條
暁
秀
く

②
日
本
宗
教
学
会

第
五
十
一
回
学
術
大
会
は
、
九
月
十
二
日
（
土
）
～
十
四
日
（
月
）
に

わ
た
り
、
淑
徳
短
期
大
学
（
埼
玉
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

仏
教
と
福
祉
ｌ
「
能
滅
衆
生
闇
」
考
渡
辺
寛
勝

③
日
本
仏
教
学
会

平
成
四
年
度
学
術
大
会
は
十
月
三
日
（
土
）
、
四
日
（
日
）
の
両
日
に

わ
た
り
、
種
智
院
大
学
（
京
都
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

身
延
山
短
期
大
学
々
園
同
窓
会
全
国
大
会

（
文
賀
桑
名
貫
正
）

研
究
活
動
報
告



本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
蓮
の
仏
土
観
中
條
暁
秀

側
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
四
十
五
回
学
術
大
会
は
、
十
一
月
十
六
日
（
月
）
、
十
七
日
（
火
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
立
正
大
学
（
東
京
）
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

タ
キ
シ
ラ
の
二
仏
並
座
像
に
つ
い
て
高
橋
尭
昭

身
延
山
か
ら
弟
子
に
与
え
ら
れ
た
宗
祖
の
遺
文
に
つ
い
て上

田
本
昌

⑤
日
本
仏
教
教
育
学
会

第
一
回
学
術
大
会
は
、
十
二
月
十
二
日
（
土
）
に
大
正
大
学
を
会
場
と

し
て
行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

身
延
山
史
に
み
る
仏
教
教
育
渡
辺
寛
勝

⑥
仏
教
文
化
講
座

本
年
度
の
「
仏
教
文
化
講
座
」
（
公
開
）
は
、
平
成
五
年
一
月
二
十
三

日
（
土
）
に
、
本
学
園
図
書
館
五
階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部
講
師
宮
田
律
先
生
。

テ
ー
マ
は
「
イ
ス
ラ
ム
の
世
界
」
で
あ
っ
た
。

平
成
四
年
度
卒
業
論
文
一
覧

日
蓮
聖
人
の
人
間
観
小
寺

叡
山
学
僧
の
鎌
倉
仏
教
へ
の
展
開
上
島

法
華
経
に
お
け
る
地
涌
の
菩
薩
の
一
考
察
海
野

新
居
日
薩
上
人
に
つ
い
て
Ｉ
近
代
日
蓮
宗
の
動
向
ｌ

小
林

日
蓮
宗
の
守
護
神
’
三
十
番
神
信
仰
１
坂
本

南
部
氏
と
実
長
の
信
仰
清
水

日
親
上
人
の
布
教
活
動
と
そ
の
展
開
野
口

日
蓮
聖
人
の
身
延
で
の
子
弟
育
成
に
つ
い
て
藤
本

法
華
七
職
の
一
考
察
吉
村

石
原
完
爾
の
日
蓮
聖
人
観
小
向

日
蓮
宗
の
守
護
神
ｌ
鬼
子
母
神
信
仰
１
太
田

備
前
に
お
け
る
不
受
不
施
の
事
件
に
つ
い
て
大
野

身
延
対
論
の
一
考
察
小
野
瀬

日
蓮
聖
人
の
身
延
期
の
生
活
の
一
考
察
田
辺

日
蓮
聖
人
の
女
性
観
中
田

日
蓮
聖
人
の
神
天
上
法
門
に
つ
い
て
の
一
孝
察
長
坂

我
々
と
三
国
四
師
の
正
道
永
森

不
変
の
真
実
ｌ
平
成
の
日
蓮
聖
人
１
野
中

日
蓮
聖
人
の
本
仏
観
皆
川

龍
永

圭
洋

義
和

雅
孝潤

ｊ

是
修
獅く

裕
次

法
広

彰
正清

学
成

亜
由
美

直
道仁

章
照

尚
人

義英崇

明嗣友



法
華
経
と
日
蓮
聖
人
Ｉ
上
行
菩
薩
と
不
軽
菩
薩
に
つ
い
て
ｌ

持
田

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
法
華
経
行
者
の
自
覚
深
谷

善
治

幸
信

(認6）


